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　2005 年から開催しているこのフォーラムでは、漁業者、生態学者、行政
担当者、そして一般市民が集まり、魚類の生息環境と治水、利水の共存を
議論してきました。特に2008 年には魚野川に魚類の生息に適した環境
として、人工的に淵を造成し、魚類の集まる状況を実際に観察しました。
　そして2009 年、信濃川越路橋下流に人工淵を造成し、長岡市におい
てこのフォーラムを開催いたします。

問い合わせ・申込先：　　
NPO法人 水環境技術研究会　事務局 近藤
〒940-0085 長岡市草生津3-5-25　　　
㈱エコロジーサイエンス内　

☎0258-39-4007　fax:0258-39-4006 
Email:mizukankyou@za.wakwak.com

主催：特定非営利活動法人 水環境技術研究会
後援：国土交通省信濃川河川事務所、新潟県長岡地域振興局、長岡市、社団法人 北陸建設弘済会
　　　　
　

日　時：2009年 9月5日（土）13:00-17:00

場　所：長岡市中央公民館　大ホール
（長岡市柳原町２-１　☎ 0258-32-0437）

参加費：無料

交流会：フォーラムの後、交流会を行い、さらに密度の高い情報交換を行いた
　　　　  いと思います。是非、ご参加ください。
日　時：2009年9月5日（土）17:30～19:30
場　所：船栄総本店　（長岡市坂之上1丁目3-21　☎ 0258-39-1515）
参加費：4,000円
申込方法：裏面の申込用紙に必要事項をご記入の上、事務局までお申込下さい。
申込締切：2009年9月2日(水)

RAAE

Research Association for
Aquatic Environment

第一部　講演会　13:00 － 14:40
■「信濃川河川事務所における河川環境に配慮した取り組み」　　　　

国土交通省信濃川河川事務所　稲川　貢
■「水環境技術研究会における人工淵実験」

水環境技術研究会　藤塚　治義
■「信濃川中流圏における魚類の生態について」

水環境技術研究会　網田　健次郎
■「漁場環境保全にかかわる漁業組合活動」

魚沼漁業協同組合　石黒　貞夫

第二部　現地見学会　　14:45 － 17:00
　　　

水環境技術研究会の造成した深み（人工淵）ならびに国土交通省信濃川河川事務所
の管理する岩野仲島のワンド見学

14:45会場前出発→15：00　越路橋下流　水環境技術研究会深み（人工淵）見学16:00まで
→岩野仲島経由で会場に17：00到着
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申込方法 参加を希望される方は、メールまたはファックスでＮＰＯ法人水環境技術研究会までお申込ください。 

１．メールでのお申込み 

下記の必要事項をご記入のうえ、mizukankyou@za.wakwak.comまでご送信ください。

２．ファックスでのお申込み 

参加申込書にご記入のうえ、FAX:0258-39-4006 までご送信ください。

申込締切

問合せ先 ＮＰＯ法人 水環境技術研究会 事務局 近藤   TEL:0258-39-4007 FAX:0258-39-4006 

新潟県長岡市草生津 3-5-25 株式会社エコロジーサイエンス内 

フォーラム第二部 交流会

参加希望イベント欄に○を記入してください。 

※ご記入いただきました内容につきましては、「魚の目線で川を見る２００９フォーラム」のために使用するもので、
　それ以外には使用いたしません。

送信先　FAX:0258-39-4006

２００９年９月２日（水）

ご連絡担当者：

勤務先・所属団体：

ご連絡先住所：

　　　　　　　ＴＥＬ：　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ：

　　　　　　　メールアドレス：　　　　　　　　　　　　　＠

参 加 申 込 書
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・長岡駅より徒歩20分 
・ＪＲ長岡駅前または厚生会館前で、中央循環（外回り）・
　南循環（内回り）・西長岡・関原・大積行きのいずれかの
　バスに乗り、約５分、千手３丁目停留所で下車、徒歩１分
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